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一

橋

論

叢

夢
二

十
三

春

希
三

褒

学
界
の

動
き

日

本

人
口

琴
合

戦
後
の

日

本
の

人
口

現
象
ほ

錯
律
し

た

祀
脅
経

済
情
勢
の
.
下
に

異
常
な

襲
動
を

来
し
て

い

る
｡

こ

こ

に

お

い

て

旦
本
の

人
口

現
象
を

各
科
草
の

分

野
か

ら

投
合
的
に

瞼
討
し

､

そ
の

現
状
と

将
来
の

傾
向
を

明
か

■に

す
る

こ

と
■
収

､

日

本
再
建

､

.
特
に

経
済
上

及
び

会
衆
衛
生

上
の

諸
問
題
の

解
決
の

た

め

に
､

必
要
放
く
べ

か

ら

ぎ
る

事
柄
で

あ
る

｡

更
に

日

本
の

人
口

現
象
は

世
界
の

情

勢
に

及
ぼ

す
影
響
が

極
め

て

大
な

る
に

か

ん
が

み
､

こ

れ
を

世
界
の

人
口

現
象
の

一

環
と

し

て

研
究
す

か

こ

と

も

甚
だ

必
要
で

あ
る
｡

そ
の

た

め

に
は

特
に

我
等
の

研
究
は

ど

こ

ま

で

{

も
科
挙
的
客
観
的
に

事

茸
の

把
達
に

終
始
す
べ

き
で

あ
る

｡

さ

き
に

来
朝

せ

る

ロ

リ

マ

一

句
･

ど
ユ
2
乎
-

′

-

ト

ス

タ

イ

ソ

句
一

名
一

望
O
t

監
t

e

F

等
の

米
開
の

著
名
な
人
打

撃
着
た

ち
の

等
し

く
カ
設
し

た

と

こ

ろ

も

ま

さ

に

そ
れ
で

あ
つ

た
｡

′

こ

れ
ら
の

事

態
に

か

ん

が

み
､

日

本

咤
お

け
る

各

方
面
の

人
口

現
象
の

胡
尭
家
が

相
集
つ

て

昭
和
二

十

四

(

一

九
四

九
)

年
一

月
二

十
二

百
｢

日

本
人
口

琴
督
+

勺
｡
H

主
監
溜

A

夢
U

2 .

p
t
i

C

ロ

○

こ
p

p

呂

を

創
立
し
た

｡

こ

の

創
立

組
合
は

芝
白

金

童
町
の

公
衆
衛
生

院
で

開
か

れ
､

折
か

ら

来

朝
中
の

マ

イ

て
､

､

大
草
ス

ク

タ

ブ

プ
､

ス

財
国
人
口

問
題
研
究
所
長
ク

ム

プ

リ

ソ

博
士

D
【
･

W

買
e

ロ

∽
･

づ
F

｡

ヨ
勺

雷
ロ

が

出
席
さ

れ
激
励
の

挨
拶

が

あ
つ

た
｡

定
款
の

審
覇
決
定

､

役
員
の

暫
定

的
選
出

が

行

わ

れ

た

の

ち
､

倉
見
森
田

健
三

濃
か

ら

｢

最
近
の

人
口

統
計
資
料
に
つ

い

て
+

､

督

+一

員
昏
田
長
宗
氏
か

ら
､

厚
生

省
所
管
の

｢

最
近
の

人
口

動
態
統
計
+

に
つ

い

て

報
告
が

行
わ
れ

散
骨
し

た
｡

第
一

同
の

絶
昏
お

よ

び

研
究
璧
表
督
は

同
年
三

月
十

九
日

午
前
九
蒔
か

ら
､

前
回
と

同
じ

く
公
衆
衛
生

院
で

行
わ
れ
た

｡

箇
日

は
､

ま

ず

役
員
の

選
蓼
に

つ

い

†

正

式
の

投
票
が

行
わ
れ

た

が
､

そ
の

結
果
は

､

次
の

如
く
前
岡
の

決
定
が

そ
の

ま
1

確

試
さ

れ
た

｡

愈
長

下
條
康
摩

理

事

古
屋
芳
雄

山
中
篤
太
郎

岡
崎
文
親

水
島

治
夫

森
田
健

一

二

餞
稔

幹
事

寺
尾
球
磨

美
濃
口

時
次
郎

頚
骨
は

午
前
中
に

次
の

如

く
行
わ
れ

た
｡

菅
田
長
宗
氏

昭

和
二

十
≡

年
の

人
口

動
態
に

つ

い

て

三

浦
蓮

一

氏

蒙
古
人
の

人
打

生

態

餞
稔

､

上

田
正

夫
氏
■

社
脅
の

大
き
さ

に

よ

る

基
本

的
人
口

現
象
の

欒
化
に

閲
す

る

人
口

統

計

学
的
研
究

上

原
轍

一

二

郎
氏

我
国
人
口

の

地
方
的
移
動
に
つ

い

て

高
橋
焚
付
氏

日

本
人
口

史
上
に

お

け
る

中
條

流
組
に
つ

い

て

肯
靂
芳
雄

､

宮
入

正

人

民

性
病
の

蔓
延

状
態
に
つ

い

て
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+ダ

午
綾
は

前
岡
に

も

出
席
さ

れ
た
タ

ム

ブ

ソ

ソ

博
士
の

｢

ア

ジ

ア

の

人
口

問

題
+

に

関
す
る

有
益
な

特
別
講
猿
が

行
わ
れ

､

そ

れ
に

ひ

き
つ

ず
い

て

篠
崎
信
男
氏

東
京
都
近

郊
町
村
に

お

け
る

直
見

制
限
の

苦
情
に
つ

い

て

渡
遁
走

､

森
両
省

一

氏

昭
和
二

十
二

年
の

母
の

年
齢
別
出
生

率
に
つ

い

て

久
保
秀
史

､

熊
繹
清
志

､

大

森
暢
久

氏

東
京

附
近
在
僅
者
の

職
業

別
出
生

切
に
つ

い

て

頚
木
三

男
氏

乳
兄

死
亡

の

動
向
に
つ

い

て

蒙
治
礎
声
氏

粗
死
亡

率
と

平

均
飲
食
と

の

圃
係

永
島
治
夫

､

上

山
教
衛
氏

結
核
死
亡

者
の

生

命
表
に
つ

い

て

そ
れ
ぞ
れ

詳
細
な

る

報
告
が

あ
つ

て

夕

刻
散

骨
し

た
｡

第
二

同
の

研
究
孝
義
督
は

､

昭
和
二

十

四

(
一

九
四

九
)

年
十

一

月
十

≡

日
､

午
前
と

午

後
に

わ
た

つ

て
､

同
じ

く
会

衆
衛
生

院
で

開
催
さ

れ

考
じ

報
告
者
の

論

題
は

次
の

如
て
で

あ
つ

た
｢

(

1
)

篠
崎

.

青
木
両
氏

｢

血

族
紆
拒
部
落
の

人

類
学
的
調
査
報
告
+

(

2
)

篠
崎
信
男
氏
｢

精
神
作
業
能
力
調
査
報
告
+

(

3
〕

上

田
正

兵
氏
｢

最

近
に

お

け
る

都
市
と

農
村
の

人
口

現

象
+

(

4
)

吉
岡

､

諸
岡
両
氏

｢

本
邦

ト

が

†

郡
部
保
健
状
態
の

分

析
L

(

5
)

菱
沼

､

滞
脇
両
氏

｢

第
八

同
生

命
表
に

つ

い

て
+

(

6
〕

親
木
三

雄
氏
｢

死
産
の

観
察
+

(

7
)

首
尾
芳
堆
氏
そ
の

他

｢

人
口

妊
娠
中
紹
の

賓
態
に

つ

い

て
+

(

8
)

久

保
､

湯
涛
両
氏

｢

最
近
の

婚
姻
統
計
に
つ

い

て
+

(

9
)

餞
稔

､

磯
村
光
男
両
氏

｢

戦
攻
に

現
わ
れ
■
た

栢
姻
の

欒
化
に
つ

い

て
+

(

1 0
)

本
多
寵
男

､

中
島
龍
太
郎
両

氏
｢

東
北

地

方
の

検
事

移
動
に
つ

い

て
+

(

1 1
)

岡
崎
文
規

､

佐
藤
響
子
南

武
｢

有
配

偶

人
口

の

統
計
的
観
察
+

(

望
儲
稔

､

石
井
喜

一

両
氏
｢

特
殊
動
態
離

婚
率

に

つ

い

て
+

(

1 3
)

菅
田
長

宗
氏
｢

戦
後
の

婚
姻
と

離
姫
統
計
+

｡

ま

た
マ

ッ

コ

イ

氏
か

ら

｢

世
界
の

人
口

現

象
+

に

つ

い

て
､

舘
稔

､

高
木
倍
志

氏

か

も
｢

将
来
人
口

に
つ

い

て
+

そ

れ
ぞ
れ
報
償
が

あ
つ

た
｡

●

因
に

日

本
人
口

撃
含
の

事

務
所
ほ

東
京

都
滝
尾
芝
白

金
萎
町

一

′

≡

九

公

衆
衛
生

院
内
に

お

か

れ
て

い

る
｡

な
お

､

右
の

学
舎
の

ほ

か

に
､

戦
後
日

本
の

人
口

問
題
に

関
す

る

朝
野

の

関
心

が

と
み

に

高
ま
つ

た

結
果
と

し
て

､

戦
前
か

ら
の

厚
生

省
人
口

問

題
研

究
所
と
は

別
個
に

､

内
閲
諮
問
機
関
と

し
て

人
打

開
筒
審
議
昏
が

設

置
さ

れ
､

ま
た

民
間
の

調
査
啓
蒙
機
関
と

し
て

毎
日

新
聞
社
人
口

問
題
調

査
脅
が

､

由
年
七

月
か

ら

活
動
を

開
始
し

た
こ

と

を

附
記
し

て

お

く
｡

(

美
濃
日

時
次
郎
)
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